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巻
頭
言 

 
 
 

 

 

練
馬
支
部 

七
組 

天
正
練
馬
布
教
所 

広
瀬
一
豊 

板
橋
か
ら
練
馬
の
田
柄
に
転
居
し
て
か
ら
約
五
十
年
が
経
ち
ま
し
た
。
私
は
大 

阪
に
あ
り
ま
す
天
正
三
分
教
会
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
の
で
信
仰
に
は 

多
少
の
関
心
は
あ
り
ま
し
た
も
の
の
、
東
京
の
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
の
で
、
信 

仰
心
を
深
め
る
こ
と
も
な
く
、
結
婚
し
た
際
に
母
親
が
神
様
を
祭
っ
て
く
れ
ま
し 

た
が
、
月
次
祭
の
日
に
参
拝
す
る
程
度
の
こ
と
し
か
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

転
機
が
訪
れ
た
の
は
昭
和
三
十
九
年
六
月
、
四
十
歳
の
時
で
し
た
。
妹
が
「
ヒ 

ス
テ
リ
ー
症
」
の
身
上
、
入
院
治
療
が
必
要
と
の
こ
と
で
入
院
さ
せ
る
こ
と
に
決 

め
、
そ
の
前
日
、
分
か
ら
な
い
ま
ま
に
「
別
席
」
の
お
話
を
聞
か
し
て
も
ら
っ
て 

教
会
へ
戻
っ
て
き
ま
す
と
妹
の
病
気
は
う
そ
の
よ
う
に
良
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

こ
こ
で
私
は
始
め
て
「
神
様
は
本
当
に
あ
る
ん
だ
」
と
実
感
し
た
の
で
す
。
世
間 

の
用
が
忙
し
く
て
、
修
養
科
は
遅
れ
て
八
十
歳
の
時
、
そ
の
後
講
習
も
何
度
か
受 

け
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
大
阪
の
教
会
に
は
毎
月
参
拝
し
て
い
た
の
で
す
が
、 

間
質
性
肺
炎
、
急
性
心
筋
梗
塞
の
身
上
で
車
椅
子
生
活
に
な
り
、
参
拝
出
来
な
く 

な
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

以
前
は
朝
の
お
つ
と
め
の
後
、
夫
婦
で
拝
み
合
い
を
し
て
い
て
、
こ
れ
は
『
み 

ち
の
と
も
』
平
成
二
十
三
年
七
月
号
に
「
わ
が
妻
は
日
本
一
」
と
の
表
題
で
、
写 

真
を
入
れ
て
掲
載
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
妻
が
脳
梗
塞
で
倒
れ
意
識
不
明
の 

状
態
で
入
院
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
教
友
か
ら
温
か
い
思
い
や
り
の
言
葉
を
掛
け 

て
貰
っ
た
の
で
す
。
折
し
も
教
祖
百
三
十
祭
に
向
か
う
三
年
千
日
の
活
動
を
前
に 

し
て
い
る
時
で
し
た
。 

「
今
の
す
べ
て
が
素
晴
ら
し
い
。
か
し
も
の
・
か
り
も
の
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ 

い
ま
す
」
こ
の
言
葉
を
一
日
千
回
唱
え
て
三
年
千
日
で
百
万
回
唱
え
さ
し
て
も
ら 

お
う
と
決
め
ま
し
た
。
こ
れ
も
『
み
ち
の
と
も
』
立
教
百
七
十
六
年
十
二
月
号
に 

掲
載
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
読
ま
れ
た
大
教
会
世
話
人
、
西
田
伊
太
郎
先 

生
が
立
教
百
七
十
七
年
四
月
二
十
四
日
の
大
縣
大
教
会
月
次
祭
で
の
神
殿
講
話
で 

紹
介
し
て
下
さ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
は
本
当
に
青
天
の
霹
靂
で
し
た
。
そ
れ
に
お 

応
え
で
き
る
だ
け
の
こ
と
を
し
て
い
る
か
と
反
省
し
ま
す
と
、
本
当
に
申
し
訳
な 

い
な
と
い
う
気
持
で
す
。 

『
さ
す
ら
い
』
と
い
う
四
頁
の
冊
子
を
毎
月
作
っ
て
今
月
で
三
百
二
十
四
号
に 

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
毎
月
三
百
部
印
刷
し
て
も
ら
い
、『
天
理
時
報
特
別
号
』
と 

一
緒
に
手
配
り
し
て
い
ま
す
。 

今
ま
で
は
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
れ
で
は
申
し
訳
な
い
と 

気
付
い
て
先
月
か
ら
「
ピ
ン
ポ
ン
」
を
押
し
て
か
ら
お
配
り
す
る
よ
う
に
し
て
い 

ま
す
。
返
答
の
言
葉
が
返
っ
て
く
る
こ
と
は
少
な
い
の
で
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
を 

し
て
い
る
現
在
で
す
。
今
、
九
十
三
歳
、
何
時
ま
で
生
か
し
て
下
さ
る
か
、
健
康 

で
す
が
足
腰
の
筋
肉
が
老
化
し
、
シ
ル
バ
ー
カ
ー
で
な
い
と
外
出
で
き
ず
、
支
部 

活
動
に
も
欠
席
続
き
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。 

ご
賢
察
頂
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

。 

 

No.310 

立教 180 年 8 月号 

 ８月４日 発行 

天理教練馬支部 

発行責任者 小島宣雅 

編集者 山口 明 



だ い こ ん  8 月号 

 

天理教練馬支部                 2 

 

天理時報手配りひのきしん者 各位 

「天理時報手配りひのきしん者 感謝の集い」のお誘い 
日頃は、天理時報の手配り、暑い中、忙しい最中ありがとうございます。 

さて、この度天理時報の手配りが始まり１０年になることを期に、手配りひのき

しん者一同、おぢばに集い、感謝・御礼のおつとめをさせて頂き、真柱様よりね

ぎらいのお言葉を賜るおぢばがえりが行われます。 

 また、秋季大祭の２６日の夕づとめ後には、真柱後継者の大亮様、布恵様の御

成婚祝賀行事が行われます。 

 練馬支部に於いても団参をさせて頂く計画を立てました。都合のつく方はどう

ぞ団参に御参加頂きますようお願い致します。 

――――――――――――――――― 記 ―――――――――――――――― 
❊参加対象者 ・・・ 天理時報手配りを１部でもされている方 

❊日   時 ・・・ １０月２５日（水）早朝出発   近隣までお迎えに伺います。 

                   １３時 東礼拝場「ひのきしん者感謝の集い」参加 

              ２６日（木）秋季大祭参拝  

                   夕づとめ後 大亮様、布恵様 御成婚祝賀行事参加 

              ２７日（金）帰京       近隣までお送りします。 

❊宿泊場所  ・・・ それぞれの所属詰所、または、山名詰所でも承ります。 

❊参加費用  ・・・ 交通費 10,000 円（宿泊費は別途かかります。） 

           （マイクロバスまたは、ワゴン車） 

           「ひのきしん者感謝の集い」に参加下さる方全てにおぢばがえり 

            援助金といて一律３、０００円を支給いたします。 

 

◆参加ご希望の方は、９月末日までに各拠点の担当者にお申し込み下さい。 

◆詳細につきましては、天理時報手配り担当までお願い申し上げます。 

                   北府分教会 三澤 敬一 （３９９６）２２９２ 

 

 ❋別件ですが、手配りひのきしんの際に万が一事故等（自転車での事故、熱中症など）がありました

ら、天理時報手配り担当（三澤）までご連絡ください。 

                     立教１８０年８月４日  天理教練馬支部 

東京教務支庁で、尊い汗を流しませんか？ 

教務支庁ひのきしん 
 

練馬支部では、毎年９月に教務支庁敷地内のひのきしんをさせて頂いております。 

皆様、お誘い合わせの上、多くの方の参加をお待ちしております。 

 

日時 平成２９年９月３日（日） 午前１０時～１２時（午前９時３０分集合） 

場所 東京教務支庁 

豊島区駒込７－１－４ 03-3917-0247 

❋帽子、タオルをご持参下さい。参加ご希望の方は、下記まで（教会、布教所の方は、各組の幹事先生へ） 

ご連絡下さい。（昼食の用意があります） 

     ＊８月２０日（日）までにお願い致します。 

 

    天理教練馬支部長 小島宣雅（携帯 ０９０－９８５７－８２６１） 
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ひ
の
き
し
ん 

◆ 
七
月
二
日
は
大
変
暑
い
中
、
五
名
が 

 

参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

◆ 

次
回
は
、
八
月
六
日
（
日
）
で
す
。 

 

に
を
い
が
け
・
例
会 

◆ 

七
月
は
、
休
会
致
し
ま
し
た
。 

 
 

八
月
二
十
八
日
（
月
）
は
、
北
府
分 

 

教
会
に
て
つ
と
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 
 

十
時
よ
り
に
を
い
が
け
、
十
一
時
よ 

 

り
例
会
を
つ
と
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

婦
人
会 

◆ 

八
月
例
会
の
お
知
ら
せ 

 
 

八
月
十
四
日
（
月
）
十
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紀
豊
崎
分
教
会 

 
 

「
女
鳴
り
物
勉
強
会
」 

 
 
 
 

講
師 

支
部
婦
人
会
担
当
者 

 

青
年
会 

◆ 

天
理
教
青
年
会
創
立
百
周
年
に
向
か 

っ
て
、
東
京
教
区
青
年
会
で
は
、
都
内 

「
三
百
六
十
五
日
毎
日
実
動
」
を
実
施 

致
し
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
毎
月
の 

練
馬
駅
前
で
の
ハ
ー
ト
ク
リ
ー
ン
に
加 

え
て
、
に
を
い
が
け
も
実
施
致
し
ま
す 

の
で
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。 

 

※
今
後
の
予
定 

九
月
一
日
（
金
）
午
後
七
時
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 

練
馬
駅
交
番
前
集
合 

こ
ど
も
お
ぢ
ば が

え
り 

 

今
年
の
「
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
」
の 

様
子
で
す
。 
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８月行事予定 

❋印は、一般の方も是非ご参加下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本誌は、東京教務支庁ホームページの「支部の活動」、並びに天理教ホームページの 

「信仰している方へ」の中の教区・支部情報ネットでご覧になれます。（カラー版） 

日 時 行 事 会場 担当者 

❋ 8 月  6 日（日） 

10：00 より 

 

支部ひのきしん 光が丘公園 本草分教会 

倉嶋 孝明 

090-4134-6605 

❋ 8 月  6 日（日） 

13：30 より 

 

天理教基礎講座 東京教務支庁 

 受講対象 15 歳以上 

 受講御供 500 円 

 

❋ 8 月 14 日（月） 

10：00 より 

 

婦人会例会 

「女鳴り物勉強会」 

紀豊崎分教会 

豊玉中 1-1-1 

3991-4488 

本芝和分教会 

白田まき子 

3997-5424 

❋ 8 月 28 日（月） 

10：00 より 

 

支部にをいがけ 北府分教会 

南田中 5-15-11 

3996-2292 

小石川分教会 

中村 修一 

3922-5913 

❋ 8 月 28 日（月） 

11：00 より 

 

支部例会  

同  上 

 

❋ 9 月  1 日（金） 

19：00 より 

 

青年会 

 「都内 365 日毎日実動」 

練馬駅交番向かい 

（南口時計台） 

 

久保 耕平 

070-6632-2160 

❋ 9 月  3 日（日） 

10：00 より 

教区ひのきしん 

 （支部全体） 

東京教務支庁 本草分教会 

倉嶋 孝明 

090-4134-6605 

 9 月  4 日（月） 

16：00 より 

幹事会 

 

豊眞分教会 

桜台 5-14-9 

3991-4068 

 

天理教基礎講座 東京会場 
今月の予定 

８月 ６日（日）【昼間】午後１時３０分～３時（午後１時より受付） 

受講対象 １５歳以上    受講御供 ５００円 

会場   東京教務支庁 豊島区駒込７－１－４ 

 ０３－３９１７－０２４７ 

 内容   ビデオ①「天理教－陽気ぐらしの道」 

講話Ⅰ「かしもの・かりもの」 

      ビデオ②「信仰のよろこび」     

講話Ⅱ「親神様・教祖・ぢば」 

 

 

 

 
 

 

 


